
宇多喜代子さん 

日本芸術院賞受賞記念講演会 

―武庫川女子大学共通教育科目「卒業生が語る仕事と人生」第 9回講義―  

 

「旬を知り感性を磨く―五七五の世界」 

日時： 2016年 11月 21日（月）14:50～16:30 

場所： 武庫川女子大学 中央キャンパス 公江記念講堂 

 

武庫川女子大学が共通教育科目キャリアデザイン科目群で開講している、卒業生によるリレー

講義「卒業生が語る仕事と人生」に、2015年度日本芸術院賞を受賞した宇多喜代子さん（1956年

短期大学家政科卒）をお招きします。 

 

宇多さんの日本芸術院賞受賞理由は、「長年にわたる俳界における実作・評論の業績に対して」。

伝統と現代を横断する幅広い活動、多数の俳句作品および評伝・評論の著作があり、現代俳句協

会第5代会長を務めるなど、俳句界をリードしてこられました。6月13日には、天皇、皇后両陛

下ご臨席の下、皇居で授賞式が開催され、歌舞伎の坂東玉三郎さんらとともに招かれました。 

 

卒業生によるリレー講義「卒業生が語る仕事と人生」は、社会の各分野で活躍する卒業生を招

いて2014年度から開講しており、宇多さんは当初からその講師として協力していただいています。

今年度は 11月 21日（月）に登壇されますが、宇多さんの日本芸術院賞受賞をお祝いする記念講

演会とさせていただくことになり、講義を履修する学生のほか、一般の方々、他大学学生などに

も広く参加を呼びかけます。 

 どうかお誘いあわせのうえ奮ってご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先： 武庫川女子大学総務部 電話 0798-47-1212（代表） 

 
 

1935年（昭和10年）、山口県生まれ。「獅林」の遠山麦浪の手ほどきで

俳句をはじめる。1970年、桂信子「草苑」創刊に参加。1978年より同

誌編集長を務める。1982年、第29回現代俳句協会賞を受賞。2001年、

句集『象』で第 35 回蛇笏賞を受賞。2002年、紫綬褒章を受章。2006

年現代俳句協会会長就任（～2012.03）。2012 年、第 27 回詩歌文学館

賞（俳句部門）を受賞。2014 年、第 14 回現代俳句大賞を受賞。2016

年、日本芸術院賞を受賞。現在、俳誌「草樹」会員代表、読売俳壇選者。

現代俳句協会特別顧問。著作に、『宇多喜代子俳句集成』（2014年）、『俳

句と歩く』（2016年）その他句集、評論など多数。 


